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山
口
県
阿
武
郡
須
佐
町
は
、
須
佐
湾
を
ひ
か
え
て
、
古
く
か
ら
日
本
海
航
路

の
船
が
入
る
港
で
あ
っ
た
が
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
八
月
、
一
隻
の
異
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寡喫

渦
（
て
当

国
船
が
漂
着
し
、
毛
利
藩
が
こ
れ
を
攻
撃
、
沈
没
さ
せ
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る

「
唐
船
打
払
」
事
件
は
、
 
『
毛
利
十
一
代
史
」
に
も
記
載
さ
れ
た
、
毛
利
藩
史

上
か
な
り
大
き
な
事
件
で
あ
っ
だ
。
近
年
、
吉
積
久
年
氏
の
「
須
佐
の
唐
人
墓

-
唐
船
打
穰
事
件
始
末
1
」
 
（
「
山
口
県
地
方
史
研
究
」
五
八
号
、
昭
和

六
二
年
）
が
発
表
さ
れ
た
か
ら
、
防
長
地
方
史
研
究
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
に
は
、
山
口
県
に
お
い
て
も
、
ま
だ
あ
ま

り
知
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
わ
た
く
し
は
最
近
偶
然
こ
の
事
件
に
関
す
る
一
冊
の
文
書
を
入
手
し
た
。
も

と
よ
り
わ
た
く
し
は
い
わ
ゆ
る
国
文
学
畑
の
人
間
で
、
防
長
の
地
方
史
研
究
に

は
全
く
の
素
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
読
み
進
む
う
ち
に
、
一
つ
の
強
い
興
味
が

湧
く
の
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
事
件
の
渦
申
で
懸
命
に
働
く
人
々
の
心
で

あ
る
。
文
書
自
体
は
型
の
如
き
文
言
で
記
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら

人
間
の
心
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
本
誌
に
こ
の
文
書
を
翻
刻
．

紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
文
学
的
興
味
に
基
づ
く
。

 
幸
に
吉
積
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
史
実
と
し
て
の
事
件
の
全
貌
は
か
な
り
明

ら
か
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
架
蔵
の
文
書
が
目
新
し
い
事
実
を

加
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
史
実
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
吉
積
氏
論
文
に
就
い
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て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
件
の
概
略
を
知
る
た
め
に
は
、
阿
武
郡
教

育
会
編
『
阿
武
郡
志
」
 
（
大
正
十
五
年
）
の
記
事
が
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る

の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

 
 
吉
元
（
引
用
者
注
-
毛
利
藩
主
。
享
保
十
六
年
没
）
の
時
、
享
保
十
一
年

 
 
八
月
外
国
船
（
当
時
の
所
謂
唐
船
な
り
）
一
隻
本
郡
須
佐
浦
に
漂
着
し
、

 
 
中
島
の
西
に
弔
す
。
出
港
を
促
せ
ど
も
去
ら
ず
、
奥
阿
武
郡
代
官
所
の
注

 
 
進
に
よ
り
て
、
八
日
兵
を
須
佐
に
差
遣
す
。
十
日
鞘
寄
を
増
派
す
。
十
一

 
 
日
是
よ
り
古
き
須
佐
出
張
の
兵
益
田
氏
の
兵
と
外
船
を
砲
撃
し
、
外
船
亦

 
 
応
戦
せ
し
が
是
日
に
至
り
、
船
人
自
ら
火
を
放
ち
て
船
体
薄
暑
せ
り
。
外

 
 
船
は
交
趾
支
那
広
南
国
の
船
に
て
、
船
長
董
宜
叶
と
い
ふ
者
な
り
し
と
い

 
 
ふ
。
因
っ
て
こ
れ
を
幕
府
に
報
告
し
、
且
つ
外
人
の
死
骸
を
長
崎
奉
行
所

 
 
に
送
致
せ
り
。
 
（
下
略
）

 
異
国
船
一
以
下
、
当
時
の
用
語
を
用
い
て
唐
船
と
記
す
一
に
対
し
て
は

甚
だ
手
荒
な
攻
撃
が
加
え
ら
れ
、
多
数
の
乗
組
員
-
以
下
、
こ
れ
も
同
様
に

唐
人
と
記
す
。
四
十
人
余
り
か
一
を
殺
害
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
な
っ

た
の
は
、
諸
般
の
状
況
が
複
合
的
に
作
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
主
た
る
原

因
は
、
き
び
し
い
鎖
国
政
策
下
の
藩
が
、
密
貿
易
そ
の
他
に
関
し
て
幕
府
の
疑

惑
を
避
け
よ
う
と
す
る
余
り
に
、
平
和
的
交
渉
の
道
を
捨
て
て
武
力
に
よ
る

「
打
払
」
を
急
い
だ
た
め
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
架
蔵
本
は
写
本
一
冊
、
縦
二
六
・
五
三
×
横
一
八

・
五
糎
、
袋
綴
、
墨
付
十
七
丁
、
末
尾
に
白
紙
二
丁
。
行
数
九
行
。
表
紙
共

紙
。
多
少
の
雲
粒
が
あ
る
が
、
表
紙
と
も
に
全
冊
裏
打
ち
補
修
さ
れ
て
い
る
。

筆
蹟
は
近
世
中
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
名
・
署
名
・
識
語
・
印
記
な
し
。
仮

に
題
し
て
『
須
佐
浦
異
国
船
打
払
記
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

 
終
り
に
翻
刻
を
掲
げ
る
が
、
翻
刻
に
際
し
て
は
段
落
を
設
け
、
各
段
落
の
末

尾
に
番
号
を
付
し
て
お
い
た
の
で
、
ま
ず
そ
の
番
号
に
従
っ
て
内
容
を
要
約

し
、
若
干
の
考
察
な
い
し
注
釈
を
加
え
る
。

 
な
お
、
吉
積
氏
が
こ
の
事
件
の
重
要
史
料
と
さ
れ
た
『
須
佐
浦
唐
船
打
払
覚

書
」
は
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
写
本
で
あ
る
が
史
料
的
価
値
は
高
く
、
事
の

経
緯
を
記
す
最
も
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。
題
籏
の
写
し
に
「
顕
推
客
船
打
払
覚

書
」
、
内
題
に
「
長
州
須
佐
浦
唐
船
打
払
覚
」
と
あ
る
墨
付
八
十
九
丁
の
写
本

で
、
柏
葉
の
着
色
見
取
図
を
綴
じ
込
む
（
山
口
県
文
書
主
著
）
。
以
下
、
本
稿

で
「
覚
書
」
と
呼
ん
で
参
照
す
る
の
は
こ
の
文
書
で
あ
る
。

（
1
）
 
八
月
七
日
、
須
佐
湾
入
口
付
近
に
唐
船
の
漂
流
が
発
見
さ
れ
、
須
佐

の
奥
阿
武
代
官
所
に
報
告
さ
れ
る
。
隣
村
江
崎
在
番
の
毛
利
藩
唐
船
方
役
人
伊

藤
半
左
衛
門
に
通
報
。
萩
の
藩
府
に
も
注
進
の
飛
脚
を
走
ら
せ
る
一
方
、
代
官

所
役
人
が
唐
船
を
検
分
に
船
を
出
す
。

（
2
）
 
須
佐
益
田
家
の
組
頭
小
原
勘
右
衛
門
・
松
原
与
一
兵
衛
の
両
名
は
、

部
下
の
外
に
鉄
砲
打
方
十
五
人
、
打
方
船
五
隻
を
率
い
、
大
天
頭
船
（
大
夢
死

船
）
二
隻
で
海
上
に
出
る
。

 
 
小
原
・
松
原
両
組
頭
は
、
こ
れ
よ
り
須
佐
側
の
責
任
者
と
い
っ
た
格
で
奮

 
 
闘
す
る
。
本
書
で
「
各
両
人
」
 
「
各
」
 
「
両
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は

 
 
こ
の
両
名
で
あ
る
。
益
田
家
は
毛
利
藩
北
部
、
石
見
国
に
境
を
接
す
る
奥

 
 
阿
武
宰
判
を
支
配
す
る
、
毛
利
藩
永
代
家
老
の
家
。
も
と
石
見
国
益
田
地

 
 
方
の
領
主
。
毛
利
藩
内
で
特
に
重
き
を
な
し
、
そ
れ
だ
け
須
佐
の
武
士

 
 
-
益
田
家
家
臣
団
1
は
誇
り
が
高
か
っ
た
と
い
う
。
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（
5
）
 
七
日
夜
、
唐
船
は
黒
島
西
方
に
碇
泊
と
注
進
あ
り
。
江
崎
よ
り
伊
藤

半
左
衛
門
到
着
、
小
原
・
松
原
両
組
頭
と
面
談
。
萩
か
ら
の
下
知
あ
り
次
第
、

唐
船
打
払
に
取
掛
る
こ
と
と
し
て
、
指
令
を
待
つ
。

 
 
黒
島
は
須
佐
湾
外
の
小
島
。
唐
船
は
ま
だ
湾
内
に
進
入
す
る
か
否
か
不

 
 
明
。
し
か
し
唐
船
下
役
人
伊
藤
は
、
打
払
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。
 
「
相

 
 
対
」
は
面
談
。
 
「
折
角
」
は
努
め
て
。
 
「
物
音
」
は
指
示
、
指
令
。

（
4
）
 
八
日
朝
、
唐
船
は
碇
を
上
げ
、
須
佐
湾
に
進
入
の
様
子
が
見
え
た
の

で
、
監
視
船
か
ら
手
真
似
で
漕
ぎ
帰
る
よ
う
合
図
す
る
が
、
湾
内
に
入
っ
て
中

島
（
弁
天
島
）
西
方
に
至
る
の
で
、
番
船
で
唐
船
を
取
囲
む
。
両
組
頭
は
打
方

を
連
れ
、
海
上
に
出
る
。

 
 
こ
こ
で
本
書
は
重
大
な
事
実
を
書
き
落
す
。
そ
れ
は
、
唐
船
か
ら
書
状
が

 
 
差
拙
さ
れ
、
長
崎
に
行
く
途
中
難
風
に
遭
い
漂
着
し
た
こ
と
、
水
を
求
め

 
 
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
須
佐
在
住
の
儒
者
が
呼
ば
れ
て
筆
談
が

 
 
な
さ
れ
、
信
牌
（
貿
易
許
可
書
）
が
示
さ
れ
た
こ
ど
、
二
人
の
人
質
が
差

 
 
出
さ
れ
た
こ
と
（
吉
積
氏
論
文
参
照
）
で
あ
る
。
平
和
的
交
渉
が
緒
に
つ

 
 
い
て
い
た
の
で
あ
る
ゆ
こ
れ
を
書
か
な
か
っ
た
の
は
恐
ら
く
政
治
的
配
慮

 
 
か
ら
で
あ
ろ
う
。
入
質
は
の
ち
に
殺
さ
れ
、
藩
は
そ
れ
を
隠
蔽
し
て
い

 
 
る
。
文
中
の
「
取
切
」
は
通
行
の
遮
断
。
「
見
合
」
は
見
守
る
の
意
。

（
5
）
 
八
日
夜
、
萩
よ
り
物
頭
井
上
源
三
郎
・
小
笠
原
仁
左
衛
門
、
御
目
付

兼
重
五
郎
兵
衛
等
到
着
。
大
筒
打
足
軽
等
の
兵
力
も
到
着
す
る
。
須
佐
の
役
人

は
そ
れ
ら
の
宿
所
・
食
事
等
の
手
配
を
す
る
。

 
 
こ
の
段
末
尾
の
「
朝
夕
短
慮
之
膳
部
」
以
下
の
記
事
は
、
こ
の
文
書
だ
け

 
 
に
見
ら
れ
る
も
の
ら
し
い
が
、
須
佐
側
の
苦
労
が
察
せ
ら
れ
る
記
事
で
あ

 
 
る
。
所
務
代
は
代
官
。
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（
6
）
 
九
日
朝
、
奥
阿
部
代
官
粟
屋
八
左
衛
門
は
、
両
組
頭
と
唐
船
攻
撃
の

準
備
の
た
め
の
打
合
せ
を
す
る
。
 
「
…
…
候
条
」
は
、
…
…
で
あ
る
か
ら
。

（
7
）
 
萩
の
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
と
伊
藤
半
左
衛
門
は
両
組
頭
に
、
唐
船
は

八
幡
船
（
海
賊
船
）
に
極
っ
た
か
ら
打
払
う
、
そ
れ
で
も
出
て
行
か
な
い
時
は

「
打
潰
」
す
よ
う
に
、
と
萩
か
ら
の
命
令
を
申
し
渡
し
、
海
上
の
配
置
を
通
知

す
る
。（

8
）
 
萩
よ
り
大
筒
を
打
た
せ
よ
と
命
令
あ
り
、
そ
れ
に
つ
き
萩
の
物
頭
衆

と
須
佐
の
両
組
頭
と
の
聞
に
打
合
せ
が
な
さ
れ
る
。
大
筒
の
打
手
も
申
し
付
け

ら
れ
る
。

 
 
文
中
の
「
公
儀
」
と
は
萩
の
藩
府
。
 
「
指
引
」
は
い
く
さ
の
か
け
ひ
き
。

（
9
）
 
両
組
頭
は
打
方
の
者
を
招
集
し
て
、
今
夜
唐
船
打
潰
し
に
か
か
る
に

つ
い
て
、
そ
の
心
得
を
申
し
渡
し
て
お
い
て
、
海
上
か
ら
の
指
令
を
待
つ
。
船

頭
た
ち
へ
も
注
意
を
与
え
る
。

 
 
「
萩
衆
同
工
（
同
列
）
」
に
攻
撃
す
る
か
ら
、
「
諸
事
礼
法
狸
」
り
に
な

 
 
ら
ぬ
よ
う
と
か
、
「
前
後
二
号
を
配
、
無
調
法
無
之
様
」
と
か
、
萩
衆
に

 
 
対
し
て
非
常
に
気
を
遣
い
な
が
ら
、
 
「
必
死
の
覚
悟
」
で
働
け
と
言
っ
て

 
 
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
配
り
は
「
覚
書
」
の
相
当
す
る
箇
所
か
ら
は
読
み

 
 
取
れ
な
い
。
文
中
の
「
作
廻
」
は
行
動
、
「
遂
其
節
」
は
そ
の
責
任
を
は

 
 
た
す
意
。
 
「
行
烈
」
は
行
列
。
な
お
「
唐
船
と
道
面
計
略
相
整
次
第
」
は

 
 
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
不
明
だ
が
、
 
「
覚
書
」
に
は
唐
船
に
水
や
酒
・
食
物

 
 
を
運
び
込
ん
だ
こ
と
が
見
え
、
そ
れ
を
吉
積
氏
は
、
相
手
に
油
断
さ
せ
る

 
 
謀
略
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
書
い
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
「
計
略
」

 
 
が
う
ま
く
行
き
次
第
の
意
か
。

（
1
0
）
 
海
上
に
出
て
い
た
粟
屋
八
左
衛
門
が
合
図
の
軍
扇
を
上
げ
た
の
で
、
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、

萩
衆
も
須
佐
衆
も
攻
撃
の
た
め
船
を
漕
ぎ
出
す
。
そ
の
時
俄
に
雷
雨
と
な
る

が
、
や
が
て
晴
れ
渡
る
。
申
の
刻
（
午
後
四
時
頃
）
か
ら
子
の
刻
（
午
前
零
時

頃
）
ま
で
砲
撃
し
、
法
螺
貝
の
合
図
で
引
揚
げ
、
弾
丸
・
兵
線
等
の
補
給
を
受

け
、
丑
の
刻
（
午
前
二
時
頃
）
か
ら
は
須
佐
衆
の
鉄
砲
だ
け
で
攻
撃
を
続
け
る

こ
と
に
な
る
。

 
 
軍
扇
の
合
図
と
か
、
一
天
俄
に
曇
り
云
々
と
い
う
と
こ
ろ
な
ど
、
何
や
ら

 
 
講
釈
師
の
張
扇
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
 
「
覚
書
」
に
徴

 
 
し
て
も
事
実
で
あ
る
。
「
此
方
」
と
は
す
べ
て
須
佐
衆
を
さ
す
が
、
そ
の

 
 
攻
撃
が
「
無
比
類
働
」
・
と
萩
の
物
頭
衆
の
称
讃
を
受
け
た
と
い
う
誇
ら
し

 
 
げ
な
記
事
は
、
「
覚
書
」
に
は
な
い
。

（
1
1
）
 
次
に
唐
船
焼
打
の
た
め
草
草
船
を
唐
船
に
接
舷
さ
せ
て
繋
ぎ
、
焼
草

に
火
を
つ
け
る
戦
術
を
採
り
、
松
明
を
も
さ
か
ん
に
唐
船
に
投
げ
込
む
。
鉄
砲

も
し
き
り
に
打
ち
か
け
た
が
、
夜
申
な
の
で
効
果
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
唐
船

も
焼
回
船
に
水
を
か
け
、
綱
を
切
っ
て
突
き
の
け
る
な
ど
防
戦
。
こ
の
夜
は
焼

打
成
ら
ず
、
ひ
と
ま
ず
引
き
退
く
。

 
 
焼
黒
船
と
は
枯
草
を
積
ん
だ
船
で
あ
ろ
う
。
松
明
を
「
先
一
番
」
に
投
げ

 
 
込
ん
だ
の
は
「
此
方
」
、
そ
の
後
鉄
砲
を
打
ち
か
け
た
の
も
「
此
方
」
ば

 
 
か
り
で
、
萩
衆
鉄
砲
は
「
打
不
被
申
」
と
い
う
書
き
方
は
、
「
こ
の
文
書
の

 
 
筆
者
が
須
佐
衆
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 
「
覚
書
」
は
詳
細
で
あ
る

 
 
が
、
そ
し
て
筆
者
も
や
は
り
須
佐
衆
の
一
人
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

 
 
須
佐
側
を
「
此
方
」
以
外
に
「
須
佐
分
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
記

 
 
述
は
比
較
的
客
観
的
で
あ
る
。

 
（
1
2
）
 
十
日
。
卯
の
刻
（
午
前
六
時
頃
）
か
ら
大
筒
・
鉄
砲
で
攻
撃
す
る
が
、

唐
船
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
界
層
は
陸
上
に
引
揚
げ
る
が
、
須
佐
の
両
組

頭
は
打
方
の
者
と
海
上
に
止
ま
る
。
日
中
、
唐
船
ば
し
き
り
に
防
禦
の
手
だ
て

を
め
ぐ
ら
す
。

 
 
「
稠
布
」
は
稠
密
に
、
す
き
ま
な
く
の
意
。
 
「
垣
た
つ
」
は
船
の
両
舷
に

 
 
立
て
る
垣
。

（
1
5
）
 
萩
の
物
頭
衆
は
陸
上
で
評
議
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
夜
中
ま
で

海
上
に
出
て
来
な
い
。
夜
半
八
つ
時
（
二
時
頃
）
、
萩
の
目
付
役
人
が
海
上
に

詰
め
て
い
る
両
組
頭
の
船
に
、
 
「
ど
こ
の
船
か
」
と
尋
る
の
で
、
両
組
頭
は

「
こ
れ
は
益
田
越
中
よ
り
差
出
し
た
船
だ
」
と
答
え
る
。
ま
た
「
萩
の
物
頭
衆

は
ど
こ
か
」
と
尋
ね
る
の
で
、
 
「
我
々
は
昼
夜
こ
こ
に
詰
め
て
い
み
か
ら
、
ど

こ
に
お
ら
れ
る
か
知
ら
な
い
」
と
答
え
る
。
萩
か
ら
は
後
詰
の
物
頭
衆
・
御
目

付
・
大
筒
打
身
な
ど
の
戦
力
が
到
着
し
て
、
陸
上
に
い
る
萩
の
「
頭
衆
」
と

面
談
、
す
ぐ
海
上
に
戦
列
を
展
開
す
る
。

 
 
こ
の
あ
た
り
、
陸
上
で
議
論
し
て
い
る
萩
の
「
頭
衆
」
に
対
す
る
須
佐
衆

 
 
の
批
判
的
な
気
持
が
は
っ
き
り
出
て
い
る
。
 
「
是
は
越
中
よ
り
差
出
候
」

 
 
と
い
う
答
は
誇
ら
し
げ
で
あ
る
。
「
越
中
」
は
益
田
家
当
主
元
道
の
こ
と
。

 
 
「
各
儀
」
は
両
物
頭
は
、
の
意
。
 
「
笠
松
山
下
・
笹
が
尻
」
は
須
佐
湾
南

 
 
部
の
海
上
を
さ
す
。

（
1
4
）
 
十
一
日
朝
。
萩
の
物
頭
衆
も
船
を
出
し
て
、
・
卯
の
刻
か
ら
大
筒
を
打

ち
掛
け
る
。
須
佐
の
大
筒
が
萩
の
物
頭
衆
の
命
令
で
後
退
す
る
と
、
そ
の
間
に

萩
衆
が
大
筒
を
打
つ
と
い
う
工
合
で
あ
る
。
 
「
海
上
出
［
［
に
大
綱
を
張
る
作

戦
も
計
画
さ
れ
る
。
大
谷
角
兵
衛
が
鉄
砲
で
唐
人
一
人
を
海
上
に
打
ち
落
す
。

 
 
「
覚
書
」
の
図
に
よ
る
と
、
こ
の
時
唐
船
は
す
っ
か
り
湾
内
に
入
っ
て
い

 
 
る
か
ら
、
綱
を
張
る
の
は
脱
出
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
「
ま
て
方
」
は

 
ま
て
か
た

 
 
鯉
潟
。
大
谷
角
兵
衛
は
 
2
 
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、
須
佐
の
鉄
砲
打
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方
で
あ
る
。

（
1
5
）
 
そ
の
後
再
び
質
草
船
に
よ
る
攻
撃
に
切
り
替
え
る
が
、
ま
ず
繰
り
出

し
た
萩
め
焼
草
船
は
、
下
知
す
る
武
士
が
い
な
い
た
め
、
唐
船
の
抵
抗
に
恐
れ

を
な
し
た
水
夫
が
接
舷
し
か
ね
て
い
る
9
す
る
と
萩
の
御
目
付
・
物
頭
衆
は
須

佐
の
両
組
頭
に
「
其
方
よ
り
の
焼
草
聖
を
も
」
寄
せ
か
け
よ
と
命
ず
る
。
若
干

の
や
り
と
り
あ
っ
て
、
両
組
頭
は
配
下
の
焼
草
船
に
出
動
を
命
ず
る
ゆ

 
 
「
若
干
の
や
り
と
り
」
と
わ
た
く
し
は
書
い
た
が
、
そ
こ
の
本
文
に
は
、

 
 
萩
衆
の
要
求
に
対
す
る
須
佐
衆
の
不
満
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
悲
史
が
焼

 
 
草
船
を
水
夫
に
委
せ
て
自
分
は
直
接
下
知
せ
ず
に
お
い
て
、
 
「
漕
船
少
候

 
 
付
」
出
動
せ
よ
と
い
う
の
も
、
須
佐
衆
と
し
て
不
満
な
の
は
当
然
で
あ

 
 
る
。
萩
の
御
目
付
兼
重
か
ら
「
御
下
知
で
あ
る
か
ら
」
出
動
せ
よ
と
言
わ

 
 
れ
て
も
、
 
「
今
ま
で
は
御
下
知
が
な
か
っ
た
か
ら
た
め
ら
っ
て
い
た
。
こ

 
 
れ
か
ら
は
我
々
自
身
罷
り
出
て
下
知
し
ま
す
」
と
や
り
返
し
、
兼
重
に

 
 
「
成
程
尤
之
御
事
候
」
と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
「
覚
書
」

 
 
も
書
い
て
い
る
。

（
1
6
）
 
組
頭
小
原
勘
右
衛
門
の
乗
船
の
水
夫
久
兵
衛
が
、
泳
い
で
黒
檀
船
の

綱
を
唐
船
の
碇
綱
に
結
び
つ
け
よ
う
と
申
し
出
て
、
そ
の
策
を
実
行
し
よ
う
と

す
る
が
、
後
方
か
ら
さ
か
ん
に
銃
撃
す
る
の
で
、
水
夫
は
唐
船
に
接
近
で
き
な

い
。
両
組
頭
は
萩
の
物
頭
小
笠
原
に
き
び
し
く
抗
議
す
る
。
そ
の
後
、
萩
の
御

目
付
衆
・
物
頭
衆
は
陸
上
へ
引
揚
げ
て
し
ま
う
が
、
須
佐
衆
は
海
上
に
不
眠
不

休
で
頑
張
り
続
け
る
。
そ
の
努
力
は
萩
の
役
人
も
「
御
見
分
之
通
」
で
あ
る
と

筆
者
は
書
き
添
え
る
。

 
 
こ
こ
に
来
て
須
佐
衆
の
不
満
が
い
よ
い
よ
つ
の
っ
て
い
る
様
子
が
、
行
聞

 
 
か
ら
立
上
っ
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

須
佐
の
嵐
一
異
国
船
打
払
事
件
の
一
記
録
一

（
1
7
）
 
須
佐
の
年
寄
衆
か
ら
「
こ
ん
な
攻
め
方
で
は
だ
め
だ
、
唐
船
に
乗
り

移
っ
て
無
二
無
三
に
打
潰
す
作
戦
を
立
て
よ
」
と
、
両
組
頭
に
申
し
入
れ
が
あ

る
。
両
組
頭
は
「
萩
の
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
の
上
図
の
な
い
う
ち
は
抜
懸
け
は

い
け
な
い
が
、
物
頭
衆
も
乗
組
ん
で
出
る
と
い
う
時
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
番

に
唐
船
に
乗
込
む
覚
悟
で
、
梯
子
も
用
意
し
て
あ
る
」
と
答
え
る
。
そ
れ
を
聞

い
た
年
寄
の
一
人
石
津
伝
右
衛
門
は
、
陸
上
に
待
機
中
の
徒
士
衆
に
唐
船
乗
込

み
の
計
画
を
告
げ
る
と
、
須
佐
の
侍
は
我
劣
ら
じ
と
湿
せ
参
じ
、
大
型
船
に
乗

組
ん
で
押
し
出
す
。

（
1
8
）
 
い
よ
い
よ
萩
衆
も
九
つ
過
ぎ
（
正
午
過
ぎ
）
に
海
上
に
乗
り
出
し
て
、

唐
船
乗
込
み
を
決
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
唐
船
の
中
か
ら
自
火
を
出

し
て
燃
え
上
り
、
海
上
に
飛
込
ん
だ
唐
人
多
数
が
殺
害
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。

 
 
唐
船
が
自
滅
し
た
形
で
、
意
外
に
あ
っ
け
な
い
、
し
か
し
悲
惨
な
結
末
を

 
 
迎
え
る
。
 
「
覚
書
」
も
こ
こ
を
「
時
節
来
り
出
て
は
、
唐
人
ど
も
竿
の
先

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
へ
も
へ
草
を
ゆ
ひ
付
、
火
を
付
、
帆
に
う
つ
し
云
々
」
と
記
す
。
な
ぜ
こ

 
 
ん
な
自
殺
行
為
に
出
た
の
か
、
謎
で
あ
る
。

（
1
9
）
 
唐
船
の
火
災
は
萩
に
急
報
さ
れ
る
。

（
2
0
）
 
事
件
に
は
見
物
人
多
く
、
甚
だ
「
晴
が
ま
し
き
儀
」
で
あ
っ
た
。
萩

か
ら
多
数
の
人
員
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
何
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
。

 
 
こ
こ
に
も
須
佐
衆
と
し
て
の
誇
ら
レ
げ
な
気
持
が
表
わ
れ
て
い
る
。
 
「
う

 
 
ち
廻
」
は
巡
察
。
 
「
数
人
」
は
恐
ら
く
「
人
数
」
の
誤
り
。
 
「
地
下
」
は

 
 
須
佐
長
内
を
さ
す
。

（
2
1
）
 
唐
船
は
半
分
余
り
焼
け
て
湾
内
を
漂
う
。
夜
四
つ
時
（
十
時
頃
）
、

両
組
頭
は
後
詰
の
二
名
と
交
替
、
萩
の
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
も
と
も
に
陸
上
へ

引
揚
げ
る
。
両
組
頭
は
萩
の
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
に
挨
拶
し
、
掌
側
は
そ
の
労
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を
ね
ぎ
ら
う
。
萩
衆
は
逐
次
帰
萩
す
る
一
方
、
新
た
に
御
目
付
・
物
頭
が
派
遣

さ
れ
、
唐
船
の
焼
け
尽
す
の
を
見
届
け
る
。
か
く
て
八
月
二
十
七
日
、
す
べ
て

の
処
理
を
終
え
て
萩
の
役
人
衆
は
「
悉
御
退
散
」
と
な
る
。

 
 
萩
の
役
人
が
去
る
ま
で
の
事
後
処
理
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
須
佐

 
 
衆
の
働
き
は
「
無
比
類
候
」
と
称
せ
む
れ
、
面
目
を
施
し
た
で
あ
ろ
う
。

 
 
「
各
式
迄
」
は
各
両
人
（
つ
ま
り
我
々
）
ご
と
き
者
ま
で
。
「
入
情
」
は

 
 
「
入
精
」
、
 
「
熱
仕
廻
」
は
恐
ら
く
「
焼
餅
廻
」
。

（
2
2
）
 
十
一
日
夜
、
益
田
家
当
主
元
道
が
萩
城
に
登
城
し
て
報
告
を
聞
き
、

須
佐
の
御
目
付
松
原
宗
兵
衛
に
直
接
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
る
。
松
原
は
次

に
重
臣
桂
主
殿
に
挨
拶
し
、
桂
か
ら
は
指
紙
を
以
て
主
君
か
ら
の
正
式
の
ね
ぎ

ら
い
が
伝
達
さ
れ
る
。

 
 
益
田
元
道
に
対
し
て
は
、
筆
者
は
悪
字
を
用
い
て
別
格
の
敬
意
を
払
っ
て

 
 
い
る
。
「
搾
」
は
一
生
懸
命
働
く
こ
と
。
底
本
「
峠
」
と
誤
る
。
「
指
紙
」

 
 
は
伝
達
の
文
書
。

（
2
5
）
 
唐
船
を
「
八
幡
船
」
と
明
記
し
、
寸
法
等
を
記
す
。

 
 
「
順
風
」
は
底
本
「
島
風
」
。
意
に
拠
っ
て
改
め
る
。
 
「
木
碇
」
は
木
材

 
 
に
石
を
括
り
つ
け
た
碇
。
「
狭
間
」
は
矢
・
鉄
砲
な
ど
を
放
つ
た
め
設
け

 
 
た
穴
。

（
2
4
）
 
唐
船
が
交
趾
（
今
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
）
の
広
南
か
ら
来
た
こ
と
、

船
主
の
名
、
乗
組
員
の
死
骸
の
処
置
を
記
す
。

 
 
乗
組
員
は
全
員
死
亡
し
た
と
見
ら
れ
る
。
船
主
は
船
長
に
相
当
す
る
者
で

 
 
あ
ろ
う
。
そ
の
名
を
底
本
「
曲
童
」
と
書
く
が
、
 
「
覚
書
」
等
に
よ
っ
て

 
 
「
董
」
と
改
め
た
。
外
国
と
の
関
係
事
項
は
長
崎
奉
行
の
管
轄
と
い
う
こ

 
 
と
で
、
単
な
る
漂
着
船
の
場
合
で
も
、
生
存
者
は
も
ち
ろ
ん
死
骸
も
長
崎

 
 
送
り
で
あ
っ
た
。

（
2
5
）
～
（
2
8
）
 
幕
府
と
長
崎
奉
行
へ
の
報
告
の
使
者
名
と
、
幕
府
か
ら
使

者
に
拝
領
物
が
あ
っ
た
こ
と
と
を
記
す
。

 
 
毛
利
藩
が
幕
府
筋
に
対
し
て
神
経
を
遣
い
、
か
な
り
事
実
を
曲
げ
た
報
告

 
 
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
幕
府
の
詮
議
が
九
月
十
二
日
ま
で
か
か
っ
た
こ
と

 
 
な
ど
に
つ
い
て
は
、
吉
積
氏
論
文
に
詳
し
い
。
結
局
幕
府
の
答
め
は
な

 
 
く
、
褒
美
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
2
9
）
 
（
3
0
）
 
追
加
記
事
。

 
以
上
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
文
書
の
筆
者
は
ど
う
い
う
人
物

か
、
囲
ハ
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

 
益
田
元
道
に
別
格
の
敬
意
を
払
い
、
須
佐
衆
を
「
此
方
」
と
書
き
、
萩
か
ら

の
物
頭
衆
・
目
付
衆
と
代
官
粟
屋
八
左
衛
門
に
は
す
べ
て
「
殿
」
を
つ
け
、
須

佐
側
の
者
に
は
一
切
敬
称
を
用
い
な
い
こ
と
、
語
法
上
の
敬
語
表
現
に
も
同
じ

区
別
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
ら
か
に
筆
者
は
益
田
家
家
臣
と
思
わ
れ
る
。

 
次
に
、
須
佐
の
組
頭
小
原
・
松
原
両
名
の
こ
と
は
「
各
両
人
」
 
「
両
入
」

「
各
」
と
記
さ
れ
る
が
、
、
全
体
と
し
て
唐
船
打
払
の
行
動
は
、
須
佐
衆
に
関
す

る
限
り
こ
の
両
名
を
申
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
．
こ
の
両
名
が
主
体
と

な
る
行
動
を
、
 
「
各
両
人
」
等
の
主
語
を
省
い
て
「
…
…
と
被
艶
聞
置
付
、
一

覧
候
て
罷
帰
」
 
（
7
）
、
 
「
打
方
之
者
呼
揃
、
申
聞
せ
候
は
」
 
（
9
）
の
よ
う

に
記
述
す
る
こ
と
も
多
い
。

 
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
両
名
に
非
常
に
近
い
立
場
の
者
で
、
両

名
の
意
向
を
体
し
て
書
い
て
い
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
組
頭
は
須
佐
衆
の
代
表
者
と
し
て
各
藩
と
の
折

（86）



衝
に
苦
心
し
た
だ
け
に
、
須
佐
衆
の
萩
衆
に
対
す
る
心
情
が
行
間
に
に
じ
み
出

る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
が
冒
頭
で
、
本
書
か
ら
あ

ぶ
り
出
さ
れ
て
来
る
人
間
の
心
と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
誇
り
高
き
須
佐

び
と
の
心
情
で
あ
る
。

 
須
佐
に
は
「
唐
人
墓
」
と
呼
ば
れ
る
碑
石
が
あ
る
。
 
『
防
長
風
土
注
進
案
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
死
ん
だ
唐
人
の
霊
が
「
其
後
崇
り
を
な
し
候
故
」
霊
神
と

し
て
鎮
魂
し
た
も
の
と
い
う
。
須
佐
町
教
育
委
員
会
刊
『
須
佐
町
の
碑
石
と
碑

文
」
 
（
昭
和
五
十
五
年
）
や
吉
積
氏
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
建
碑
は
天

保
八
年
二
月
十
二
日
と
い
う
か
ら
、
少
く
と
も
事
件
か
ら
約
百
年
後
の
頃
に

は
、
唐
人
の
崇
り
に
関
す
る
何
等
か
の
口
碑
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
い
う
口
碑
を
生
む
暗
い
心
理
的
傷
あ
と
が
、
一
見
は
な
ぱ
な
し
い
手
柄
話

の
裏
側
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
等
か
の
不
幸
が
多
発
な
ど
し
た
時
、
須

佐
び
と
は
こ
の
事
件
を
想
起
し
、
横
死
し
た
唐
人
の
無
念
を
思
い
や
り
、
鎮
魂

の
い
と
な
み
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ

は
須
佐
び
と
の
心
や
さ
し
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
無
残
な
事
件
が
、
結
局
は
鎖
国
政
策
の
強
行
に
も
と
つ
く
幕
府
と
藩
の

「
政
治
」
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
始
め
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
史
実
の
存
在
は
、
わ
が
国
と
周
辺
東
洋
諸
国
と
の
交
渉
史
の
ひ
と
こ
ま
と

し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

終
り
に
本
書
の
翻
刻
を
掲
げ
る
が
、
翻
刻
に
当
っ
て
左
の
処
置
を
施
し
た
。

1
 
漢
字
は
通
行
字
体
を
用
い
た
が
、
当
時
の
慣
用
字
や
当
て
字
は
底
本
の

 
 
ま
ま
と
し
た
。

2
 
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
、
捨
仮
名
．

須
佐
の
嵐
 
一
異
国
船
打
払
事
件
の
一
記
録
一

3456789

の
小
字
、
助
詞
「
江
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
濁
点
は
補
っ
た
。

仮
名
つ
か
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

漢
字
の
特
殊
な
草
体
・
略
体
お
よ
び
「
こ
と
」
 
「
よ
り
」
等
の
合
字
・

連
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

底
本
に
は
振
仮
名
が
な
い
が
、
一
部
の
漢
字
に
振
仮
名
を
付
し
た
。

返
り
点
・
句
読
点
・
申
黒
点
を
付
し
た
。
会
話
に
相
当
す
る
部
分
に

は
、
間
接
話
法
で
あ
っ
て
も
敢
て
引
用
符
（
「
 
」
）
を
つ
け
た
（
そ

の
た
め
か
え
っ
て
若
干
わ
か
り
に
く
い
場
合
を
生
じ
た
が
、
須
佐
側
の

言
い
分
の
中
の
「
各
」
や
、
萩
側
の
言
い
分
の
中
の
「
此
方
」
は
、
と

も
に
須
佐
の
両
組
頭
を
さ
す
も
の
と
い
う
よ
う
に
読
ま
れ
た
い
）
。

内
容
に
よ
っ
て
改
行
し
て
段
落
を
つ
け
、
段
落
ご
と
に
そ
の
末
尾
に
番

号
を
付
し
た
。

明
白
な
誤
字
に
は
（
マ
マ
）
を
付
し
、
脱
字
は
〔
 
〕
内
に
補
っ
た
。

損
傷
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
は
□
で
示
し
た
。

翻
刻

〔
須
佐
浦
異
国
船
打
払
記
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
 
か
う
や
ま
ざ
き

 
享
保
十
＝
内
三
秋
八
月
七
日
目
須
佐
浦
蛋
共
高
山
崎
に
て
終
日
猟
仕
居
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
こ
え

処
、
北
之
方
江
当
り
、
大
筒
・
鉄
炮
之
音
両
度
聞
候
。
近
寄
見
候
へ
ば
唐
船
二

て
候
。
江
崎
江
入
可
・
申
哉
、
高
山
崎
迄
漂
流
之
通
、
七
日
之
白
八
つ
時
、
須

佐
役
所
江
注
進
仕
。
尤
、
江
崎
被
二
兎
置
一
端
在
番
伊
藤
半
左
衛
門
殿
江
も
、
右

 
 
 
 
 
 
 
 
も

之
趣
相
達
候
。
萩
江
茂
則
時
以
二
飛
脚
一
注
進
仕
、
須
佐
役
所
よ
り
早
速
有
福
吉

兵
衛
二
御
船
頭
大
賀
伝
兵
衛
相
添
、
唐
船
為
二
見
分
一
差
出
候
。
 
 
 
 
（
1
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
れ
も

 
掬
又
小
原
勘
右
衛
門
・
松
原
与
一
兵
衛
両
人
、
何
茂
若
党
弐
人
・
具
足
箱
持
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（
カ
）

壱
人
、
道
具
挾
箱
持
手
之
儀
は
従
・
萩
被
二
仰
付
一
、
自
分
之
草
履
取
、
以
上
上

下
七
人
、
鉄
炮
打
方
之
者
数
人
被
二
相
添
一
幅
。
打
方
之
者
、
小
原
勘
右
衛
門
組

緒
方
弥
左
衛
門
・
奥
山
四
郎
右
衛
門
・
増
野
角
之
允
・
草
野
仁
左
衛
門
・
奥
山

九
郎
右
衛
門
、
松
原
文
左
衛
門
組
城
市
小
右
衛
門
・
石
川
十
右
衛
門
・
梅
津
佐

右
衛
門
・
荻
野
多
兵
衛
・
大
谷
半
右
衛
門
・
波
田
与
市
右
衛
門
・
大
谷
孫
右
衛

門
・
野
村
喜
兵
衛
・
大
谷
角
兵
衛
・
下
孫
兵
衛
、
都
合
打
方
之
者
拾
五
人
。
組

 
 
 
 
 
 
い
つ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

頭
江
御
付
之
若
党
何
も
鉄
炮
壱
丁
宛
。
組
頭
両
人
茂
自
分
持
筒
。
用
意
之
打

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
て
ん

方
船
五
艘
、
壱
艘
三
人
乗
。
手
明
之
中
間
壱
人
目
笹
子
四
人
。
組
頭
乗
船
大
天

と
ト
つ

頭
両
艘
、
水
主
五
人
宛
。
一
手
之
船
印
有
レ
之
、
御
紋
工
高
提
灯
用
意
。
（
2
）

 
夜
二
入
、
六
つ
過
、
有
福
吉
兵
衛
・
大
賀
伝
兵
衛
沖
よ
り
罷
帰
、
唐
船
唯
今

黒
島
西
之
方
江
碇
を
入
、
繋
居
候
通
注
進
仕
候
。
伊
藤
半
左
衛
門
殿
、
夜
五
つ

前
、
須
佐
被
二
罷
越
一
、
須
山
市
右
衛
門
所
止
宿
。
依
・
之
、
勘
右
衛
門
・
与
一

 
 
 
あ
ひ
た
い
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
が
た

兵
衛
則
刻
相
対
、
唐
船
打
払
之
儀
労
申
談
、
夫
よ
り
御
宿
江
引
取
、
萩
よ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
っ
か
く

御
下
知
次
第
、
打
払
之
沙
汰
相
成
筈
二
て
候
故
、
各
両
人
茂
宿
所
引
取
、
折
角

御
物
音
相
待
居
候
事
。
 
'
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

 
一
 
翌
八
日
之
朝
、
唐
船
よ
り
大
筒
・
鉄
炮
打
避
妊
。
五
つ
時
、
半
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ひ
せ
ん

殿
、
唐
船
為
二
見
分
一
海
上
被
二
罷
出
一
各
儀
面
相
船
仕
候
。
沖
よ
り
、
唐
船
ロ
ハ
今

碇
を
取
候
て
出
帆
之
覚
悟
二
相
見
え
候
と
注
進
申
二
付
、
早
刻
大
く
り
崎
迄
漕

 
み
あ
は
せ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
ふ
し
ん

出
、
見
合
候
へ
ば
、
唐
船
内
海
江
漕
入
物
ふ
り
二
相
見
候
二
付
、
入
津
候
て
は

 
 
し
く

い
か
ゴ
布
存
、
面
々
二
扇
子
を
以
、
漕
帰
候
様
．
一
手
真
似
候
へ
共
、
出
帆
不
レ

 
あ
ま
つ
さ
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
り
き
り

申
、
剰
、
中
島
西
之
方
江
入
候
故
、
其
以
来
、
天
神
島
入
口
取
切
、
番
船
数
週

付
置
、
唐
船
繋
駕
左
右
遠
近
、
無
二
樋
管
一
振
囲
。
尤
、
勘
右
衛
門
・
与
一
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
あ
は
せ

両
人
、
打
方
人
数
召
連
、
八
日
之
白
七
つ
時
よ
り
、
唐
船
為
二
見
合
一
、
洋
申
罷

出
相
七
七
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

 
夜
二
面
、
萩
よ
り
物
頭
衆
被
二
芽
出
一
候
二
付
、
各
両
人
も
沖
よ
り
罷
帰
、
即

時
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
旅
宿
え
致
二
参
上
一
、
相
対
間
道
。
物
頭
井
上
源
三
郎
露

宿
、
中
村
権
左
衛
門
所
、
見
合
神
原
兵
右
衛
門
。
小
笠
原
仁
左
衛
門
野
宿
、
須

山
三
左
衛
門
所
、
見
合
市
山
五
内
。
御
目
付
兼
重
五
郎
兵
衛
殿
宿
、
竹
内
勝
左

衛
門
所
、
見
合
小
田
平
右
衛
門
。
同
夜
六
つ
時
前
日
熊
野
五
郎
兵
衛
殿
御
越
、

宿
、
松
永
右
近
所
、
見
合
品
川
武
右
衛
門
。
井
上
清
右
衛
門
殿
宿
、
橋
本
伝
右

衛
門
所
、
見
合
豊
田
屯
。
御
所
務
代
粟
屋
八
左
衛
門
殿
宿
、
大
賀
長
三
郎
所
、

見
合
大
賀
団
蔵
。
其
後
、
萩
よ
り
為
二
添
役
一
国
司
喜
兵
衛
殿
流
下
差
出
一
候
。
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
う
ぜ
き
し
ま
ひ

外
、
大
筒
打
足
軽
・
御
舟
頭
、
夫
々
重
量
・
之
。
朝
夕
仕
廻
之
膳
部
、
其
宿
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ざ
ふ
よ
う

々
江
役
所
よ
り
差
出
候
。
籾
又
唐
船
漂
着
鴨
付
、
打
払
之
用
意
、
諸
雑
用
之

儀
、
不
・
依
二
何
事
一
、
萩
御
役
人
中
よ
り
被
告
母
樹
一
具
御
用
之
品
々
、
無
二
遅

滞
一
役
所
仕
出
候
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

 
一
 
九
日
三
朝
、
粟
屋
八
左
衛
門
殿
、
各
両
人
江
被
・
申
候
は
、
「
唐
船
弥
今

 
 
 
 
 
は
ず
に

晩
打
潰
．
一
相
成
筈
候
。
其
御
方
鉄
炮
之
内
、
大
筒
打
せ
候
や
。
小
筒
計
二
て
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
ま
つ

徹
し
不
・
申
単
二
て
候
。
且
又
、
打
方
船
中
明
松
支
度
仕
事
之
条
、
其
御
方
二

も
御
用
意
可
レ
然
」
と
、
内
々
二
て
被
二
思
せ
一
候
切
付
、
 
「
御
内
意
之
段
、
世
譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
 
あ
ひ

承
知
「
候
。
此
方
大
筒
之
儀
は
萩
二
差
置
候
。
急
二
間
二
相
書
様
二
有
・
之
ま
じ

 
 
 
こ
こ
も
と

く
候
。
愛
許
二
百
目
之
思
慮
矢
筒
有
・
之
候
条
、
是
を
打
せ
可
レ
申
」
と
海
量
、

引
取
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

 
又
々
物
頭
衆
よ
り
「
各
両
人
罷
出
二
様
」
と
申
来
野
付
、
早
速
罷
星
野
へ

ば
、
物
頭
衆
四
人
、
御
目
付
衆
・
伊
藤
半
左
衛
門
殿
一
座
二
て
被
レ
仰
候
は
、

「
唐
船
之
儀
、
見
合
尊
爵
処
、
・
村
里
近
ク
碇
を
を
う
し
罷
居
候
。
此
間
、
百
船

（88）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
れ

等
付
置
、
警
固
き
び
し
く
、
諸
国
之
廻
船
な
ど
繋
替
さ
せ
、
何
も
海
上
之
景
気

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ば
は
ん

よ
の
常
な
ら
ぬ
覚
悟
を
見
な
が
ら
、
騒
だ
る
気
色
な
く
罷
居
候
段
、
八
幡
浜
、

い
た
づ
ら
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
む
こ
と
を

徒
者
二
相
極
候
。
然
時
は
不
レ
得
二
止
事
一
、
う
ち
払
、
斜
日
て
も
出
帆
も

不
・
仕
三
時
は
、
打
潰
よ
り
外
無
レ
之
冷
間
、
夜
中
打
潰
候
園
丁
と
、
萩
よ
り
も

 
 
 
 
し
 
 
そ
れ
に
つ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
く

被
二
仰
下
一
方
。
就
レ
夫
、
洋
中
備
付
相
調
候
条
、
得
と
披
見
仕
候
様
二
」
と
被
二

お
ほ
せ
き
け

仰
聞
一
蓋
付
、
一
覧
候
て
罷
帰
、
年
寄
中
江
も
其
段
申
達
候
。
 
 
 
（
7
）

 
其
節
、
萩
よ
り
も
飛
脚
を
以
「
大
筒
打
せ
候
掻
玉
」
と
申
来
世
故
、
又
々
両

入
、
物
頭
衆
え
申
事
は
、
 
「
萩
よ
り
も
大
筒
打
せ
候
様
二
と
申
越
候
条
、
百
目

 
 
 
 
 
た
し

筒
三
三
差
出
度
」
と
申
翠
玉
へ
ば
、
物
頭
衆
被
レ
申
候
は
、
「
備
付
之
相
撃
候
へ

ど
環
萩
よ
り
左
様
・
被
二
瀬
遣
候
時
は
・
．
公
儀
大
罪
所
・
御
つ
た
せ
弾

し
か
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
む
き

然
」
と
被
レ
仰
耳
付
、
其
通
開
申
談
、
右
之
赴
、
役
人
中
申
達
、
大
筒
打
手
、

小
国
彦
兵
衛
組
松
井
平
助
、
松
原
文
左
衛
門
組
石
川
与
三
兵
衛
申
付
候
。
大
筒

 
 
 
 
 
さ
し
ひ
き

之
儀
は
、
打
方
指
引
も
有
レ
之
儀
候
故
、
益
田
八
郎
兵
衛
・
澄
川
弥
九
郎
・
大

谷
与
三
・
波
田
十
内
、
大
筒
之
見
合
二
曲
二
相
定
一
。
 
 
、
 
 
 
 
（
8
）

 
 
 
 
 
 
 
 
じ
き

 
左
候
て
、
三
拾
畳
布
之
墨
刑
て
、
打
方
之
者
呼
揃
、
申
聞
せ
候
は
、
 
「
物
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
な
へ
さ
だ
め

衆
よ
り
今
晩
唐
船
打
潰
二
被
二
三
付
一
三
候
。
就
レ
夫
、
備
定
相
成
候
由
二
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
な
へ
た
て

各
一
覧
仕
候
。
打
方
之
者
共
、
此
野
立
、
袖
畳
様
二
」
と
申
聞
せ
、
「
然
ば
今

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
く
ま
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

晩
萩
衆
葦
穂
、
唐
船
押
懸
申
儀
候
条
、
判
司
洋
中
一
作
廻
之
儀
は
、
第
一
唐
船
間

あ
ひ

相
近
ク
漕
寄
、
鉄
炮
打
可
・
墨
田
。
尤
身
方
打
無
レ
之
、
萩
衆
芸
備
之
儀
候
へ

 
 
 
 
 
み
だ
り

ば
、
諸
事
礼
法
狼
二
不
・
仕
、
頭
韻
之
指
図
に
相
随
、
随
分
気
を
付
、
各
下
知

 
 
 
 
 
 
レ
ヌ
 

無
二
違
背
一
、
可
・
遂
二
其
節
㌔
此
度
之
儀
は
、
相
互
［
懸
命
之
場
所
之
儀
二
候

へ
ば
、
皆
々
必
死
之
覚
悟
二
て
、
無
ニ
ニ
相
働
、
鉄
炮
打
出
之
儀
は
勿
論
前
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
っ
つ
け

二
気
を
配
、
無
調
法
無
・
右
様
二
覚
悟
肝
要
存
候
。
逐
付
出
船
之
儀
ば
、
唐
船

と
三
角
計
略
相
整
次
第
、
沖
よ
り
相
図
有
レ
之
筈
候
。
其
内
は
浜
崎
や
新
左
衛

須
佐
の
嵐
一
異
国
船
打
払
事
件
の
一
記
録
1

門
所
迄
罷
出
主
上
条
、
皆
々
其
心
得
難
候
群
団
」
と
、
委
細
申
合
、
各
両
人
、

打
方
之
面
々
相
具
、
新
左
衛
門
所
罷
出
、
海
上
よ
り
之
物
音
相
待
居
候
。
御
舟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
む
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
け
ひ
き

頭
井
水
夫
共
へ
も
、
右
之
七
重
聞
せ
、
 
「
海
上
嘗
て
は
、
船
町
懸
引
肝
要
之

事
候
条
、
兎
角
唐
船
間
近
ク
漕
寄
せ
、
其
言
々
々
船
頭
差
図
を
請
、
行
烈
不
二

相
乱
一
、
可
二
相
勤
一
候
」
通
、
一
々
申
聞
せ
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ひ
お
ひ

 
萩
よ
り
差
出
候
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
、
諾
々
船
場
被
二
罷
出
申
一
候
処
、
海
上

粟
屋
八
左
衛
門
殿
よ
り
、
相
図
之
軍
扇
被
・
揚
候
付
、
一
同
二
出
船
仕
候
。
其

 
 
 
 
 
 
 
お
び
た
導
し
く
 
 
 
し
き
り
に

節
、
俄
天
気
曇
、
雷
霧
布
、
大
雨
頻
降
来
候
へ
共
、
一
手
切
憶
断
、
前
後

不
二
相
乱
「
、
た
な
こ
島
ま
で
押
出
候
へ
ば
、
雨
も
晴
、
海
上
も
静
二
相
成
候
。
・

左
候
て
、
大
筒
よ
り
門
前
、
小
筒
迄
段
々
相
隣
、
申
之
刻
よ
り
子
之
刻
ま
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
げ
か
ひ

鉄
炮
無
二
怠
慢
一
打
懸
候
。
皿
貝
立
候
故
、
備
を
繰
引
二
阿
武
浦
口
江
立
替
候
。

 
 
 
 
 
 
さ
く
ま
ひ

此
方
鉄
炮
打
方
之
作
田
、
唐
船
江
間
近
ク
漕
よ
せ
、
う
ち
懸
、
無
二
比
類
「
働
輪

 
 
 
 
 
 
い
ず
れ
も

て
候
と
、
物
頭
衆
黙
思
被
レ
申
候
コ
即
時
役
所
よ
り
替
筒
・
玉
薬
・
兵
線
・
飲
水

 
あ
ひ
お
く
り

等
、
相
饅
候
付
、
打
方
之
も
の
、
其
外
舟
頭
・
水
主
二
面
迄
、
食
事
相
観
廻
、

同
夜
丑
ノ
刻
よ
り
は
、
此
方
之
鉄
炮
計
を
以
、
唐
船
帆
謡
え
打
懸
可
・
申
候
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

 
左
回
て
、
其
内
、
焼
草
船
風
上
よ
り
押
よ
せ
、
か
す
が
い
を
以
唐
船
江
繋
、

焼
草
江
火
を
付
候
ま
で
は
、
鉄
炮
無
二
小
止
一
打
掛
候
。
焼
富
船
出
火
を
付
候
支

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
ま
つ

度
と
見
え
申
故
、
此
方
用
意
之
明
松
江
火
を
付
、
先
一
番
二
唐
船
江
投
入
、
船

を
乗
廻
し
、
下
知
仕
、
．
相
働
候
内
、
諸
手
之
船
も
明
松
と
ぼ
し
立
、
一
同
二
唐

船
え
投
込
候
付
、
其
節
此
方
之
船
、
少
側
江
押
除
、
又
鉄
炮
う
た
せ
候
処
、
唐

人
不
レ
残
船
中
叫
喚
し
て
、
矢
倉
江
上
り
、
江
松
投
返
、
或
は
熱
湯
を
汲
か
け
、

焼
物
の
わ
れ
を
□
し
、
開
田
、
様
々
手
む
か
へ
仕
候
。
此
方
よ
り
鉄
炮
頻
二
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か
り
が
た
く
し
か
れ
 
も

掛
候
両
津
、
夜
中
故
、
唐
人
叩
打
当
踏
段
難
レ
計
、
 
然
ど
茂
、
壱
人
は
た
し
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か
に
焼
草
船
之
中
江
う
ち
落
候
。
其
時
は
此
方
之
鉄
炮
計
二
て
、
萩
衆
鉄
炮
は

打
不
レ
被
レ
申
。
左
候
て
、
唐
船
よ
り
高
竿
江
鎌
を
す
げ
、
焼
草
船
を
つ
な
ぎ
候

綱
を
鎌
三
て
切
、
或
は
船
中
よ
り
水
を
汲
か
け
、
思
草
船
を
つ
き
の
け
な
ど

仕
、
防
申
候
。
其
夜
、
焼
打
不
二
相
成
一
、
一
先
引
退
串
言
開
。
 
 
 
（
1
1
）

 
一
 
十
日
卯
之
刻
よ
り
大
筒
段
々
打
懸
、
船
中
唐
人
往
来
仕
を
小
筒
を
以
打

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
び
た
ゴ
し
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
み
ぎ
り

せ
、
何
茂
一
両
人
打
倒
候
。
其
醐
、
唐
人
笠
叫
声
量
子
相
聞
候
。
卯
重
刻
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
は
る
ぎ

り
辰
ノ
刻
迄
、
稠
布
鉄
炮
う
ち
懸
候
得
共
、
船
中
無
二
替
儀
一
相
見
候
。
萩
よ
り

被
二
指
出
一
候
物
頭
衆
は
、
何
茂
陸
江
引
取
被
・
申
候
。
各
両
人
之
儀
は
、
打
方

三
者
召
連
、
洋
中
相
詰
居
候
。
十
日
日
中
之
儀
、
唐
船
鉄
炮
相
防
た
め
当
て
候

哉
、
歯
黒
・
垣
た
つ
迄
、
矢
切
目
白
キ
も
の
を
引
張
、
或
は
船
中
江
戸
汲
取
、

帆
棚
・
垣
廻
書
汲
か
け
、
終
日
防
之
用
意
仕
と
相
見
候
。
矢
倉
江
上
り
候
唐
人

も
、
矢
切
有
・
之
故
、
し
か
み
＼
見
当
不
・
申
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
噸
）

 
物
頭
衆
、
於
レ
陸
評
議
有
・
之
候
哉
、
夜
申
迄
も
海
上
不
・
被
二
面
出
一
念
。
夜

中
八
つ
時
、
萩
よ
り
下
御
目
付
四
這
か
と
相
見
、
洋
中
層
二
罷
出
一
、
各
一
手
之

備
江
被
二
相
尋
一
指
は
、
「
海
上
段
々
被
・
備
候
船
は
、
い
つ
れ
よ
り
被
目
指
出

三
舟
二
て
候
か
」
と
被
・
申
等
号
、
「
是
は
越
中
よ
り
差
出
候
。
打
方
船
、
或
は

番
船
、
何
茂
是
二
相
詰
居
候
」
段
、
答
候
。
 
「
萩
よ
り
被
二
指
出
［
候
物
頭
衆
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぢ
や
う
づ
め

い
つ
れ
二
被
レ
居
候
や
」
と
被
・
申
付
、
 
「
各
儀
は
此
場
所
昼
夜
定
詰
居
候
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
こ
こ
ろ
も
と

ば
、
委
細
様
子
不
レ
存
候
」
と
相
答
候
。
萩
二
茂
無
二
御
心
許
一
望
二
思
召
｝
候

や
、
後
詰
と
し
て
物
頭
衆
四
人
・
御
目
附
衆
壱
入
・
大
筒
打
豊
野
被
二
差
嘩

候
。
物
頭
衆
は
楢
崎
与
兵
衛
殿
・
刺
賀
佐
左
衛
門
殿
・
熊
谷
七
郎
兵
衛
殿
・
三

井
九
郎
右
衛
門
殿
㍉
御
目
付
児
玉
市
之
介
殿
。
余
何
茂
、
陸
二
被
・
居
候
頭
陀

江
相
対
被
・
申
、
直
様
出
船
二
て
、
笠
松
山
下
、
笹
が
尻
江
一
手
二
相
備
被
レ
居

候
。
面
構
通
、
陸
よ
り
各
江
認
知
せ
有
レ
腿
骨
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
れ
も

 
一
 
十
一
日
之
朝
、
萩
衆
評
茂
出
船
被
・
仕
壁
付
、
此
方
年
寄
共
、
益
田
四

郎
兵
衛
・
石
津
伝
左
衛
門
、
御
目
付
松
原
宗
兵
衛
、
萩
よ
り
被
二
等
三
一
候
吉
か

又
右
衛
門
・
松
原
利
右
衛
門
、
此
方
役
人
共
、
何
茂
、
此
間
昼
夜
朝
夕
不
レ
限
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き
だ
っ
て

海
上
相
詰
、
見
合
仕
候
。
今
朝
、
物
頭
衆
出
船
二
付
、
右
之
も
の
共
、
先
達
而

出
船
仕
、
ま
て
方
口
取
切
、
相
心
置
居
候
。
同
卯
ノ
刻
、
唐
船
鯛
取
か
け
、
萩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
あ
ひ

よ
り
被
二
差
出
一
門
五
百
目
・
三
百
目
之
大
筒
を
以
、
段
々
打
立
候
。
其
間
相

二
、
此
方
大
筒
度
々
打
掛
候
所
二
、
物
頭
衆
よ
り
、
 
「
今
朝
は
弐
百
目
已
上
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
つ

筒
ば
か
り
外
せ
た
り
。
先
控
居
候
様
二
」
と
被
レ
申
候
故
、
此
方
大
筒
、
ま
て

方
口
江
相
控
居
候
。
此
方
打
方
船
は
海
上
入
省
ニ
相
備
居
候
所
二
、
物
頭
衆
、

両
人
被
レ
招
、
 
「
其
御
方
、
大
筒
此
問
無
二
う
た
せ
可
レ
然
候
。
且
又
、
海
上
出

口
江
大
綱
引
せ
申
度
」
由
、
被
・
申
候
故
、
此
方
船
頭
大
が
伝
兵
衛
方
江
其
趣

申
聞
せ
候
へ
ば
、
 
「
大
綱
之
儀
は
頓
二
引
渡
出
血
」
由
、
申
候
。
左
有
而
、
物

頭
衆
「
此
方
之
大
筒
、
此
間
相
二
打
せ
出
様
二
」
と
被
レ
白
垂
段
、
大
筒
見
合

 
 
 
 
 
お
ひ
お
ひ

之
三
江
申
達
、
野
々
大
筒
打
懸
候
。
小
筒
之
儀
は
、
一
嘗
切
二
唐
船
江
間
近
ク

押
よ
せ
、
船
中
走
廻
候
唐
人
打
せ
候
爵
、
一
番
二
押
懸
候
打
方
大
谷
角
兵
衛
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
べ
っ
し
て

唐
人
壱
人
海
上
江
打
落
候
。
其
節
、
船
申
別
置
唐
人
藤
野
叫
之
声
、
甚
敷
相

聞
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
壌
）

 
其
後
、
一
先
鉄
炮
大
小
共
二
相
ひ
か
へ
、
用
意
の
蛍
草
船
、
唐
桜
江
押
懸
候
。

萩
よ
り
賢
息
回
船
韓
藍
、
此
方
よ
り
二
面
、
押
懸
候
。
萩
よ
り
之
両
艘
二
て
唐

船
燃
出
候
は
ゴ
、
此
方
よ
り
之
焼
草
屋
よ
せ
懸
申
二
不
・
及
、
万
一
燃
付
不
レ
申

候
時
は
、
此
方
之
両
艘
よ
せ
懸
申
覚
悟
候
。
萩
よ
り
之
焼
草
船
、
風
上
よ
り
漕

寄
候
へ
共
、
漕
船
計
二
て
下
知
無
レ
之
、
唐
船
二
は
表
櫨
二
一
二
間
余
も
有
レ
之
樟

江
剣
を
す
げ
、
鎌
を
す
げ
、
四
、
五
本
出
し
、
焼
草
船
寄
候
へ
ば
、
突
の
け
申
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も
あ
や
し
み
 
い
う
よ

覚
悟
候
故
、
漕
船
之
水
夫
ど
茂
怪
、
 
猶
預
託
、
船
を
よ
せ
兼
候
。
御
目
付
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
づ
く
な
く
き
う
ら
ふ
に
つ
き

物
頭
衆
被
・
申
候
は
、
「
漕
船
 
少
 
野
付
、
干
草
船
よ
り
兼
候
。
其
方
よ

り
の
焼
草
野
を
も
寄
懸
候
へ
か
し
」
と
各
差
料
レ
申
候
付
、
「
此
方
焼
草
船
は
控

居
、
其
御
方
焼
草
船
町
て
唐
船
焼
ヶ
不
レ
熊
鼠
時
は
、
則
時
よ
せ
懸
申
覚
悟
二

て
罷
居
候
」
由
、
申
候
へ
ば
、
兼
重
五
郎
兵
衛
殿
被
レ
申
候
は
、
「
御
下
知
二
て

候
条
、
よ
せ
懸
言
様
二
」
と
被
・
申
候
故
、
「
御
下
知
二
て
候
時
は
奉
・
得
二
専

意
一
候
」
と
申
、
五
郎
兵
衛
殿
江
申
候
は
、
「
唯
今
迄
は
焼
草
船
よ
せ
懸
物
御
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
 
ち

知
、
い
つ
れ
岩
手
よ
り
茂
不
レ
被
二
仰
付
一
候
故
、
遅
々
仕
候
。
各
罷
出
、
下
知

可
レ
仕
哉
」
北
通
申
候
へ
ば
、
 
「
成
程
尤
之
御
事
候
。
早
々
御
下
知
候
て
、
煙

草
船
よ
せ
か
け
候
様
二
」
と
被
・
申
霜
融
、
勘
右
衛
門
・
与
一
兵
衛
、
船
乗
廻
、

下
知
仕
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

 
勘
右
衛
門
乗
船
之
水
夫
之
内
、
久
兵
衛
と
申
者
、
「
私
儀
、
焼
草
書
之
綱
を

 
お
よ
ぎ
ゆ
き

取
、
游
行
、
唐
船
之
碇
綱
江
結
付
可
レ
斥
候
。
其
上
二
て
焼
草
江
火
を
付
、
焼

 
 
 
 
 
ま
う
す
に
つ
き

立
可
レ
申
」
と
申
付
、
 
「
成
程
尤
之
事
候
」
と
で
、
数
人
よ
せ
掛
候
へ
ば
、
跡

よ
り
小
筒
鉄
炮
き
び
し
く
打
候
故
、
水
夫
共
働
不
二
相
成
一
候
故
、
勘
右
衛
門
・

与
一
兵
衛
、
小
笠
原
仁
左
衛
門
殿
江
申
候
は
、
 
「
今
朝
よ
り
大
筒
・
小
筒
段
々

 
 
 
 
 
 
 
か
は
る
ぎ

打
懸
候
へ
共
、
唐
船
替
儀
も
無
レ
之
候
。
各
儀
、
焼
筆
船
よ
せ
懸
申
覚
悟
候
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
ん
じ
の
ま
ま

共
、
か
様
二
跡
よ
り
鉄
炮
御
う
た
せ
被
レ
成
候
て
は
、
漕
船
之
下
知
、
存
儘

二
不
二
相
成
一
」
と
申
候
へ
ば
、
仁
左
衛
門
殿
、
 
「
於
二
拙
者
一
も
左
様
存
候
。

の
こ
り
か
し
ら
ら
ゆ
う

残
 
頭
 
中
、
相
談
可
レ
潮
候
」
。
其
後
評
儀
替
候
や
、
「
萩
よ
り
之
焼
草
船
、

風
上
江
南
登
せ
事
様
二
」
と
被
レ
申
、
御
目
付
衆
・
御
物
頭
衆
も
陸
え
引
取
被
レ

申
候
。
然
共
、
此
方
一
手
之
船
は
、
不
レ
残
海
上
取
廻
し
罷
居
候
。
八
日
よ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
う
せ
き
し
ま
ひ

十
一
日
迄
は
昼
夜
洋
中
盤
詰
、
朝
夕
仕
廻
等
も
船
中
二
て
相
調
理
。
尤
水
夫
已

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
し
こ
し

下
江
茂
、
・
役
所
よ
り
食
物
・
飲
水
指
越
、
上
下
に
至
迄
睡
眠
之
間
も
無
レ
之
、

須
佐
の
嵐
-
異
国
船
打
払
事
件
の
一
記
録
！

よ
る
ひ
る

三
白
相
励
候
段
、
萩
よ
り
之
御
役
中
様
、
御
見
分
之
通
二
て
候
ゆ
 
 
 
（
1
6
）

 
左
候
て
、
此
方
年
寄
共
よ
り
、
大
賀
団
蔵
を
以
、
各
両
人
江
申
越
候
は
、

 
 
 
ま
み
り
か
か
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
じ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
な
し
く

「
唯
今
之
参
懸
建
て
は
、
打
潰
も
片
付
歯
間
布
候
。
此
上
な
が
ら
は
、
 
空

浦
守
居
候
事
も
無
二
是
非
一
締
。
兎
角
唐
船
江
乗
組
、
無
二
無
三
打
潰
之
手
立

 
 
 
 
 
い
か
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
け
た
ま
は
り
た
し

有
・
之
候
て
は
如
何
可
レ
有
隠
構
。
船
中
之
参
か
～
り
、
承
 
度
 
」
と
申
越
候

故
（
「
着
手
よ
り
抜
読
仕
様
二
は
い
か
ゴ
敷
存
候
。
委
細
面
談
二
て
可
二
相
決
こ

と
返
答
申
、
年
寄
共
乗
船
離
船
江
罷
藩
候
て
、
石
津
伝
右
衛
門
江
手
記
は
、

「
只
今
大
賀
弓
蔵
江
返
答
仕
置
通
二
、
物
頭
衆
・
御
目
付
衆
よ
り
差
図
無
レ
之

 
 
 
 
 
さ
く
ま
ひ
も
 
 
 
 
し
く
 
 
い
よ
い
よ

内
は
、
抜
懸
之
作
遡
上
い
か
ゴ
布
候
。
 
弥
物
頭
衆
乗
組
と
有
レ
之
時
は
、
此

方
人
数
一
番
二
乗
込
申
覚
悟
二
て
候
。
追
付
物
桜
湯
被
二
罷
出
一
、
乗
組
と
有
レ

 
 
 
の
ぼ
り
ば
し
こ

之
時
は
、
登
階
四
五
脚
用
意
仕
置
候
。
何
時
二
て
も
一
番
之
覚
悟
二
候
」
と

申
候
へ
ば
、
伝
右
衛
門
急
襲
は
、
「
物
頭
衆
も
乗
込
之
覚
悟
候
や
、
此
方
江
大

船
借
用
之
儀
被
・
申
候
条
、
各
儀
茂
其
心
得
尤
二
候
。
拙
者
存
候
は
、
幸
此
方

大
船
う
け
置
候
間
、
陸
二
詰
居
候
諸
士
申
申
談
、
 
一
同
二
乗
込
可
レ
申
候
。
然

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）
 
 
 
 
 
 
 
り
く
に

時
は
拙
者
対
塁
え
上
り
、
其
用
意
可
レ
仕
」
と
候
て
、
伝
左
衛
門
儀
、
即
刻
陸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ち

上
り
、
船
頭
共
江
船
母
子
星
占
付
置
。
此
間
、
東
西
浜
辺
二
詰
居
候
徒
士
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
れ
に
つ
き

中
、
五
三
人
壬
申
談
候
は
、
 
「
萩
衆
茂
唐
船
乗
込
と
相
見
候
。
就
・
夫
、
此
方

之
大
船
面
構
置
候
。
い
つ
れ
ノ
＼
と
言
意
申
二
茂
不
レ
及
候
。
此
時
之
儀
階
高
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
れ
も

於
二
御
同
意
一
は
乗
船
可
レ
然
候
」
由
、
申
談
候
へ
ば
、
徒
士
申
何
茂
「
尤
之
儀

候
」
由
二
て
、
大
組
御
手
廻
不
レ
及
・
申
、
二
男
・
三
男
其
外
御
扶
持
人
程
之
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
だ
う
ぐ
 
 
 
 
 
な
ぎ
な
た

共
、
我
不
レ
劣
か
け
付
く
、
得
道
具
之
鑓
・
長
大
刀
も
た
せ
、
右
之
大
船
江

乗
組
、
水
海
よ
り
押
出
、
唐
船
乱
取
懸
垂
覚
悟
二
て
候
。
 
 
 
 
 
（
1
7
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
ひ
と
と
ほ
り

 
萩
衆
も
、
白
九
つ
過
、
海
上
被
呼
罷
出
「
、
今
一
通
大
筒
稠
中
打
か
け
、
其

間
二
唐
船
碇
綱
を
切
、
誰
時
乗
組
之
覚
悟
申
諸
処
、
唐
船
も
自
滅
自
亡
之
時
至

（91）



候
や
、
帆
棚
瓦
火
を
か
け
、
次
第
二
燃
上
り
、
大
火
二
相
成
、
唐
人
数
多
焔
中

飛
込
、
或
は
海
中
江
飛
入
も
有
・
逼
塞
。
海
上
漂
ま
は
り
申
唐
人
を
、
愛
か
し

こ
二
て
追
詰
、
鉄
炮
峙
て
打
せ
、
或
は
鑓
・
長
大
刀
を
以
殺
害
未
醤
。
 
（
1
8
）

 
「
唐
船
火
寄
手
柑
見
候
」
と
萩
え
茂
為
二
注
進
一
、
松
原
宗
兵
衛
、
六
丁
立
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
つ
し
う

飛
船
二
て
、
洋
中
よ
り
直
様
、
白
七
つ
上
刻
出
遣
仕
候
。
公
儀
よ
り
之
筆
意

 
 
お
く
れ

少
々
後
候
へ
共
、
八
丁
立
之
鯨
船
故
、
萩
着
岸
候
儀
は
此
方
飛
型
よ
り
少
々
早

ク
候
。
翌
晩
夜
中
、
委
細
言
上
候
た
め
一
波
田
池
内
、
六
つ
時
出
足
二
て
陸
を

出
萩
申
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
9
）

 
此
間
、
須
佐
之
近
在
は
不
・
及
・
申
、
石
見
領
よ
り
も
見
物
人
数
多
罷
越
、
海

 
 
 
 
 
 
 
 
お
ひ
た
だ
し
く

上
・
山
々
並
居
候
男
女
霧
布
、
海
上
二
も
諸
国
之
廻
船
一
面
二
舟
を
な
ら
べ

騒
．
緊
・
、
晴
が
ま
し
き
糞
塵
藻
聞
酒
毒
摩
聖
御
役
撚
く

御
目
付
・
御
物
頭
・
足
軽
・
う
ち
廻
等
数
人
被
二
指
越
一
、
昼
夜
地
下
三
豊
事
繁

候
へ
共
、
何
之
相
障
茂
無
レ
之
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
）

 
唐
船
半
分
余
も
焼
候
て
、
次
第
二
阿
武
浦
輪
栽
江
流
寄
、
赤
島
之
前
こ
て
帆

柱
焼
を
れ
、
夜
二
割
、
嵐
に
吹
出
し
、
水
が
山
江
流
出
つ
唐
船
上
棚
焼
塊
ま

で
、
萩
衆
海
上
詰
居
被
・
申
叢
濃
、
各
両
人
茂
罷
居
。
此
方
打
方
面
忘
儀
は
、

焼
亡
之
磯
舟
取
廻
し
、
見
合
申
付
候
。
夜
ル
四
つ
時
、
最
初
よ
り
為
二
後
詰
一
差

出
置
候
栗
山
佐
兵
衛
．
松
原
文
左
衛
門
。
早
替
、
洋
申
指
詰
退
ボ
鯉
勘
右
衛

門
・
与
一
兵
衛
儀
は
引
取
申
候
。
萩
頭
骨
・
御
目
付
衆
。
茂
、
逐
々
旅
宿
引
取

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
も
に

被
レ
申
候
つ
各
戸
も
役
所
罷
出
、
年
寄
共
相
楽
、
夫
よ
り
萩
御
役
人
中
御
宿
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
ゆ
う
せ
い

見
廻
、
何
茂
御
相
対
、
「
此
間
数
日
御
詰
、
万
端
御
心
遣
御
苦
労
御
入
情
故
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
お
の
し
き

唐
人
打
潰
も
思
召
儘
二
相
成
、
御
本
懐
之
段
、
旧
式
迄
太
慶
仕
候
」
段
ハ
御

挨
拶
相
等
二
申
候
。
御
役
人
衆
も
馬
下
、
 
「
伊
豆
高
野
之
段
、
無
二
比
類
一
跨
。

 
 
 
 
 
 
 
 
し
ら
べ
寸
ぢ

萩
罷
帰
野
上
、
此
段
調
筋
へ
も
委
曲
可
二
更
達
一
」
由
、
被
・
露
里
。
萩
よ
り

被
二
指
出
「
候
後
詰
之
衆
茂
、
唐
船
燃
上
り
大
火
二
相
成
、
則
時
笹
が
尻
よ
り
萩

帰
帆
被
レ
仕
候
。
一
番
手
之
物
頭
衆
茂
、
十
二
日
之
夜
中
、
帰
萩
一
一
て
候
。
粟
屋

八
左
衛
門
殿
・
伊
藤
半
左
衛
門
殿
義
は
、
諸
事
之
仕
言
言
は
残
被
・
居
候
。
其

後
又
萩
よ
り
御
目
付
児
玉
市
之
介
殿
・
物
頭
刺
賀
佐
左
衛
門
殿
・
熊
谷
七
郎
兵

 
（
マ
マ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

衛
 
被
二
選
単
一
、
唐
船
営
繕
廻
迄
滞
留
、
日
々
水
が
浦
出
勤
候
て
見
合
被
・
申

候
。
此
方
よ
σ
も
粟
山
左
兵
衛
・
松
原
文
左
衛
門
日
替
相
三
竿
。
尤
当
役
中
陣

日
々
出
勤
、
諸
事
御
用
筋
か
ね
申
候
。
左
撃
て
、
八
月
古
論
日
切
、
不
・
残
仕

廻
二
相
成
、
萩
御
役
人
衆
悉
御
退
散
候
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
1
）

 
一
 
十
一
日
之
晩
は
、
 
元
道
公
夜
中
御
三
城
二
て
、
唐
船
打
隠
蟹
一
一
別
条
［

相
調
候
注
進
被
二
聞
召
一
。
尤
、
松
原
宗
兵
衛
儀
も
御
撰
罷
出
、
右
之
趣
申
上

候
。
 
元
道
公
 
御
前
単
二
召
出
一
、
 
「
此
度
唐
船
打
潰
之
儀
も
、
今
昼
無
二
別

条
一
候
通
、
唯
今
注
進
有
・
三
三
。
其
方
領
地
之
儀
候
へ
ば
、
別
而
心
遣
た
る
べ

く
候
。
早
速
打
潰
 
上
二
藍
御
安
堵
被
レ
遊
候
。
家
来
之
も
の
共
相
称
死
物
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ち
き
に

及
二
御
聞
一
、
神
妙
二
思
召
候
」
旨
、
御
眠
被
・
遊
二
御
意
一
、
則
、
御
請
被
二

お
ほ
せ
あ
げ
ら
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ら
い
 
か
せ
ぎ

仰
 
上
一
、
退
転
、
御
当
役
桂
主
殿
殿
江
、
 
「
家
畜
共
峠
之
段
茂
達
二
御
耳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
い
で

候
。
通
二
 
御
意
一
、
難
・
有
仕
合
奉
・
存
候
。
御
達
を
以
、
宜
被
二
仰
上
一
且
・
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
し
が
み

候
様
二
」
と
、
御
挨
拶
相
済
、
御
退
去
。
其
已
後
、
桂
主
殿
殿
よ
り
御
指
紙
二

て
、
 
「
唐
船
打
潰
候
儀
、
御
領
分
之
事
候
．
へ
ば
、
隅
角
心
遣
遂
二
其
節
一
、
家
来

共
茂
相
励
候
段
、
及
二
 
御
聞
一
、
被
レ
遊
吟
触
感
［
之
旨
被
二
仰
遣
「
、
早
刻
為
二

御
礼
」
御
登
城
、
諸
事
相
調
習
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
2
）

 
 
 
ば
は
ん

 
一
 
八
幡
船
、
長
サ
弐
拾
弐
問
余
。
艦
舳
、
水
よ
り
上
高
サ
四
間
余
、
胴
之

聞
、
水
ヨ
リ
上
三
間
余
。
船
ノ
舳
二
鬼
面
、
廻
り
唐
草
之
絵
彩
色
明
し
て
、
艦
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二
大
鳥
之
絵
、
是
茂
彩
色
に
し
て
、
其
下
二
「
相
送
順
風
」
と
金
字
二
有
レ
之
。

梶
、
長
サ
四
間
余
。
日
本
之
梶
よ
り
小
幅
二
て
、
水
通
し
の
穴
六
つ
有
レ
之
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
カ
）

碇
、
壱
尺
角
木
碇
、
長
サ
四
間
、
石
面
股
木
二
つ
、
丸
藤
二
て
結
付
、
鉄
の
金

具
有
レ
之
。
船
半
分
、
上
棚
・
垣
た
つ
迄
黒
塗
、
半
分
、
下
棚
・
水
入
ま
で
白

 
 
 
 
さ
 
オ
い

塗
。
左
右
狭
間
十
二
相
見
。
尤
、
艦
二
も
狭
間
弐
つ
有
・
之
事
。
 
 
 
（
2
5
）

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ロ
つ
ち

 
一
 
此
度
之
船
、
交
趾
之
内
、
広
南
よ
り
出
船
。
舟
主
管
宜
叶
。
打
潰
已

後
、
唐
人
死
骸
長
崎
送
り
相
成
、
網
田
長
崎
籠
舎
被
二
尊
付
一
、
其
上
二
て
打

首
、
長
崎
唐
人
共
江
御
見
せ
被
レ
成
候
由
候
事
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
4
）

人
笠
着
用
定
事
。

候

事一
〇

唐
船
漂
着
風
来
、
浜
辺
出
勤
之
諸
士
、

（
2
9
）

何
茂
二
曲
鉄
炮
壱
丁
宛
も
た
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
0
）

本
稿
作
製
に
当
り
、
浅
見
恵
・
大
谷
行
男
・
宮
田
尚
・
吉
積
久
年
・
渡
辺

憲
司
の
諸
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
九
〇
・
九
・
二
〇
）

一
 
長
崎
御
届
之
御
使
者
、
井
上
源
三
郎
殿
。

一
 
江
戸
旧
注
進
之
御
使
者
、
村
上
亦
右
衛
門
殿
。

一
 
江
戸
御
届
之
御
使
者
、
兼
重
五
郎
兵
衛
殿
。

＼

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）
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一
 
於
二
江
戸
「
、
兼
重
五
郎
兵
衛
殿
、
御
城
桧
木
之
聞
江
被
二
召
出
「
、
御
月

番
之
御
老
申
水
野
和
泉
守
様
御
相
対
、
打
□
之
趣
被
二
聞
召
上
一
、
其
上
二
て
、

従
二
天
下
［
、
白
銀
廿
枚
・
時
服
二
つ
宛
、
兼
重
五
郎
兵
衛
殿
・
小
笠
原
仁
左

衛
門
殿
、
時
服
弐
つ
宛
、
熊
野
五
郎
兵
衛
殿
・
井
上
清
右
衛
門
殿
江
頂
戴
被
二

 
 
 
 
 
 
い
ち
ま
き

仰
付
一
候
。
唐
船
一
巻
終
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
8
）

 
一
 
十
一
日
唐
船
江
乗
込
、
打
潰
二
相
成
候
二
決
定
仕
候
□
、
此
方
よ
り
罷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
い

出
候
物
頭
其
外
回
役
人
、
何
回
陣
羽
織
着
用
、
鉄
炮
打
方
之
も
の
共
、
対
之
唐

須
佐
の
嵐
一
異
国
船
打
払
事
件
の
一
記
録
ー


